
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


ミ付の CD - ROM につし^て（一312ページ、） . 本装置にミがの 「 EXPRESS 目 UILDER 」 CD-ROM 

に収められているソフトウエアについて紹介しま 
す。 


EXPRESSBUILDER (-3 1 3^-：^'). 

ExpressPicnic (一322ぺージ) . 

本装置用バンドルソフトウエア（一329ページ） 

管理 PC 用バンドルソフトウエア（一352ページ) 


セットア、ソプツール 「EXPRESS 目 UILDER」 につ 
いて説明します。 

シームレスセットアップ用パラメータディスク 
(セットアップパラメータ FD ) を作成するツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

本装置にインストールするバンドルソフトウエア 
について説明します。 

本装置を監視-管理するための管理 PC にインス 
I -ールするバンドルソフトウエアについて説明し 
ます。 


ONL-4132eN-140Rd4-000-03-05 11 
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添付の CD-ROM について 

添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER ®」 CD - ROM には、本装置を容易にセットアップするためのユーティリティや 
各種バンドルソフトウェアが収録されています。これらのソフトウェアを活用することにより、本装置の 
機能をより多く引き化すことができます。 

I M-O 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM は、本装置の設定び完了した後でも、 OS の再インス 
トールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように大切に 
保存しておいてください。 



ディスクアレイ管理ユーティリティ 


Power Console Plus (管理 PC ) (3 已3ぺージ） 

コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートも使用可能。 


■ I ： • BTO (工場組み込み出荷）で購入した本装置のハードディスクドライブには電源管埋をす 

る次のユーティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを 
参照してセットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER 
の中には含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver. 2.1(340 ぺージ参照） 

— Pow が Chute plus Ver. 5.1 1 J/5.2J(343 ぺージ参照） 

• ディスクアレイコントローラを詳細に設をするユーティリティは、各ボード上へ格納さ 
れています。これらのユーティリティの設を方法については、ボードに添付の説明書を 
参照してください。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウェアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウェアです。 EXPRESS 目 UILDER から OS をインストールする際には、インス 
I -ール対象の八ードディスクドライブ（またはディスクアレイの論理ドライブ1台のみ)だけを接続してセッ 
トアップしてください。 


起動メニユーにごいて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方まがあります。起動方法じよって表示されるメニュ ー 
i が異なります。 


や項が 

I W-0 


本装置にディスクアレイコント □— 
EXPRESSBUILDER を使用する場合にのみ、 
効にしてください。 


ラボードび搭載されている時は、 
LAN コンソールリダイレクシヨン機能を無 


「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM か5起動する 


EXPRESS 目 UILDER を本装置の CD - ROM ド 
ライブにセットして起動し、 
EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで本装置を起動すると 
ちに示す 「 EXPRESS 目 UILDER トップメ 
ニュー」が表示されます。 

このメニューにある項目から本装置をセット 
アップします。 


EXPRESSBUILDER 


_國„ 

I 田化 ‘ taiMifai 


區 


「シームレスセットアップ J は、脚 D の設まから、 
E さ挂ユー^ィリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアップできる 
ガまです。 

"ードディスクを疆别辆化態とまなみ\ティ 
シヨン}誠で使用する場合やおを再インストール 
する場合は、シームレスセットアッブを使用して 
ください。：む它ットアジブをこの機能が ft 
わって巧います。 
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• 本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 ly 
がの Express 已 800 シリ ー ズで起動しないでください。故障の原因となりまず。 


• メニユーの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS を消去します。 OS もインス I ルし直ず必要びあります。 


EXPRESSBUILDER トップメニューじつし^てはこの後の 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメ 
ニュー」を参照してください。 
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コンソールレスで 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM か 5 起動する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を本 
装置に接続していない状態で 
EXPRESSBUILDER を本装置の CD-ROM ド 
ライブから起動するすると、 LAN か COM (シ 
リアルポート）で接続している管理用コン 
ピュータ （ PC ) の画面には、ちに示す「トップ 
メニュー」が表示されます。 

管理 PC からこのメニューにある項目を使っ 
て本装置を遠隔操作をします。 

n-O • 本装置 m がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 ly 
がの Express 己 800 シリーズで起動しないでください。故障の原因となります。 

• コンソールレス時の使用は、本装置にキーボードび接続されていないことび条件で 
す。本装置にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソール 
びあると判断し、杉下の動作を行いません僧理 PC にメニューを表示しません)。 

トップメニューについてはこの後の r コンソールレスメニュー」を参照してください。 



矢がキーで反拉を I 頁目に合わせて、リターンキーを巧してください。 

EXPRESSBUILDER は本装置のたットアップをサポートします。 

忙ジトアップ】 

本装置のたットアッブを容易に行えるように自動的にたシトアッブに必要む 
ツールを起動し、バラメータを設定していきます。ただし、セットアッブが 
自動的に判断できないバラメータは、オペレータに入力が要ボされます。 


Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 
JUP をが、起讓力した後に、 EXPRESSBUILDER 
を CD-ROM ドライブにセットするとメニュー 
が表示されます（ち図参照）。表示されたメ 
ニューダイア□グボックスは r マスターコン 
卜□ールメニュー」と呼びます。 

マスターコント□ールメニューについてはこ 
の後の「マスターコント □ ールメニュー」を参 
照してください。 



















EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESSBUILDER トップメニューはハードウエアのセットアップおよび 0 S (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときに使用します。 

— "〇 BIOS の設定を間違えると、 CD - ROM わ、5起動しない場合びあります。 

目重司 EXPRESSBUILDER を起動できない場台は 、 BIOS SETUP ユーテイリテイを起動して 
似下のとおりに設定してください。 


「 Boot 」 メニューで！" CD-ROM Drive 」 を1番上に 、 「Removable Devices 」 を2番目 
に設定する。 


起動 

次の手順に従って EXPRESSBUILDER トップメニユーを起動します。 

1 . 周辺装置、本装置の順し電源を ON しする。 

2. 本装置の CD-ROM ドライブへ rEXPRESSBUILDER」CD-ROM をセ、ソトする。 

3. CD-ROM をセットした6、リセ、ソトするレ Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して本装置を再起動する。 
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CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 ULDER が起動します。 


EXPRESS 巨 UILDER が起動すると、 W 下のような EXPRESS 目 UILDER トップメニューが現 


れます。 


m 


シームレスセッ ト アップ 

RAID の構成から 0 S のインストールまでを、切れ目なく（シーム 
レスに）セットアップを行います。 0 S の再インストールを巧う 
場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


EXPRESSBUILDER 




r シームレスセットアジカは、脚 D の設定 
あさ種ユーティリティのインストールまでを 
切れ目なく （シームレスで）セットアジブで 
方まです。 


シヨン f 誠で使用する場さやおを再インストール 
する巧合は、シームレス它ジトアッブを使用して 
ください。煩^な亡ットアッブをこの機紙?代 
わって巧います。 


ッール 

EXPRESSBUILDER に収められている「システム診断」などの 
各種ユーティリティを個別に起動します。 



臀 I 


ヘルプ 



終了 


EXPRESSBUILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセツトアップ 


r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows Server 2003 /Windows 2000). を種ユーティリティのインストールまでを添 
がの 「 EXPRESS 目 ULDERJCD - ROM を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップでき 
る Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクドライブのパーティション設定で使用する場合や OS 
を再インストールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップを 
この機能が代わって行います。 

r シームレスセツトアップ」を選択すると、 OS のインス I -ールを開始します。 



• 「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行ずると八ードディスクドライブの内容び失われることびあります。 

• セットアップを開始した5、完了ずるまで本装置の電源を OFF にしないでください。ま 
た、指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 


ツールメニュ ー 


、ソールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
じ収められているを種ユーティリティを個 
別で起動し、オペレータが手動でセット 
アップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設定できない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用してく 
ださい。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設をを行う場合 
も、ツールメニューを使用します。次にツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 


ツールメニュー 

RAID] 外□-ラ：検出 
総テ、、ィスク数：1 

A •が巧テ"イスク数：1 
スタン"、'イテ'’ィスク：1 

RAID レへ、、化： 7 

ラ仆トド： WRITE-THRU 

保守用づイシヨン：あり 

オフライン保守ユーティリティ 
システム診断 
サポートディスクの作成 
保守用パーティシヨンの設定 
各種 BIOS/FW のアップデート 
システムマネージメント磯目目 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 



I — "〇 この機能をサボートしていないディスクアレイコント□—ラもあります。 

その場合このメニューは表示されません。 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

フ□、ソピーディスクにコンフィグレーション情報を保存します。フォーマツト済み 
のをフ□、ソピーディスクを用意してください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクからコンフィグレーション情報を復元します。 「 RAID 情報のセー 
ブ」で作成したフ□、ソピーディスクを用意してください。 

参オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は406ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 














• システム診断 


本装置上でを種テストを実行し、本装置の機能および本装置と拡張ボードなどとの接続 
を橫査します。システム診断を実行すると、本装置に応じてシステムチェック用プ□グ 
ラムが起動します。361ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してく 
ださい。 


• サポートディスクの作成 

サポートディスクの作成では、 EXPRESS 巨 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンス I -ールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 


サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 
- Windows Server 2003 x 64 Edition OEM - D に K for EXPRESS 目 UILDER 



Windows Server 2003 x 64 Edition をインストールするときに必要となるサポー ソ 
トディスクを作成します。 ^ 

- Windows Server 2003 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 斗 

Windows Server 2003をインス I —ルするときじ必要となるサポートディスクを g 
作ぶします ( r シームレスセットアップ」でインストールする場合は必要ありません)。 

- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000をインス I ルするときじ必要となるサポートディスクを作成しま 
す （r シームレスセットアップ」でインス I -ールする場合は必要ありません）。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 


R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 


-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

-システム マネージ メント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプ□グラムの起動用サポートディスク 
を作成します。 


• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FDISK の起 
動」 W 外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、9ページを 
参照してください。 

I n-O 「保守用パーティションの設定」の各項目を実行している間は、本装置をリセットした 
り、電源を OFF にしたりしないでください。 
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保守用パーティションの作成 


55 MB 程度の領域を内蔵八ードディスクドライブ上へ痛保し、続けて各種ユーティ 
リティのインストールを行います。すでに保守用パーティションが確保されている 
場合は、を種ユーティリティのインストールを行うことができます。 

一名'種ユーティリティのインストール 

各種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD - ROM から保守用パーティションへインス!ルします。イ 
ンス I -ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディ 
スクドライブから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

を種ユーティリティ（システム診断/オフライン保守ユーティリティ）を、フ□、ソピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ□、ソ 
ピーディスクでリリースされたときに実行してください。それじ(外では、本項目は 
使用しないで<ださい。 

- FD に K の起動 

ROM - DOS システムの FD に K 〕 マンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

各種 BIOS / FW のアップデート 

8番街で配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
目 IOS / FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「各種巨 IOS / FW のアッ 
プデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明があります。 

『NEC 8 蚕 街』： http :// nec 8. com / 

を種目 IOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「を種目 IOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本装置の電源を OFF にしないでくださ 
し、アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなります。 

システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) じよる通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設をを行います。 

ヘルプ 

EXPRESS 目 UILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

トップメニューに戻る 

EXPRESSBUILDER 卜、ソプメニューを表示します。 



コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、本装置に车ーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種 
セットアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる r コンソールレ 
ス」機能を持っています。 

n-O • 本装置 m がのコンピユータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた本装置 m がの 
Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本装置にキーボードび接続されていないことび条件でず。 
本装置にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールびあると 
判断し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


起動方法 

起動方法には管理 PC と本装置の接続状態により、次の2つの方まがあります。 

• LAN 接続された管理 PC か5実行する 

• ダイレクト接続(シリアルポート B) された管理 PC か5実行する 

起動方法の手順については 「 DianaScope 」 オンラインド羊ュメントを参照してください。 
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M-O • BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
画^ CD - ROM ドライブび最初に起動ずるようになってないと使用できません。 


• し八1\1接続は1_八1\1ポート1のみ使用可能です。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を違隔操作するためには、設定情報を格納したフ□ツピーデイ 
スクび必要になります。 

フオーマツト済みのフ□ッピーディスクを用意しておいてください。 


P： BIOS 設を情報は必下の値にセットされます。 


ヒント1 • 

LAN Controller 1 (10/100): 
Serial Port A: 

[Enabled] 

[Enabled] 

• 


Base I/O address: 

[3F8] 


Interrupt: 

[IRQ 4] 

• 

Serial Port B: 

[Enabled] 


Base I/O address: 

[2F8] 


Interrupt: 

[IRQ 3] 

• 

Serial Port Address: 

[On-boad COM B] 

• 

Baud Rate: 

[19.2k] 

• 

Flow Control: 

[CTS/RTS] 

• 

Console Type: 

[PC ANSI] 
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トップメニュー 

トップメニューにある項目は次のとおりです。 



セツトアップ 


本装置の八ードウエア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティションの設定を自動的に行い 
ます。 



ツールメニユ ー 

トップメニューでツールを選択すると]: i 下のメニューが表示されます。 

ツールメニューじある項目は、 「 EXPRESSBUILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」を参照してください。 


，メニュー 


前述の 「EXPRESSBUILDER 
トップメニュー」を参照 


それぞれの機能に関する説明を** 
表示する 


]r A I D ' 情報のセーブ/リストア 


オフライン保守ユーティリティ 
システム該断 
サポートディスクの作成 
保守用バーティシヨンの設定 
各種己 I OS / FW のアッブデート 
-システムマネージント機能 
:ルブ 

トッブメニューに戻る 


トップメニューに戻る 


n-O に XPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の r ツールメニュ ー 」にある機能と比較すると「シス 
テム診断」の内容や操作方法(詳しくは、3目1ページを参照してください)び異なります。 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95 JU 降、または Windows NT 4.0 JU 降 
が動作しているコンピュータ上で添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起動しま 
す。 

システムの状態によっては自動的に起動し 
なぃ場合があります。そのような場合は、 
CD-ROM 上の々のファイルをェクスプロー 
ラ等から実行してください。 



<CD-ROM のドライブレター >:¥MC¥1 ST.EXE 



マスターコント□ールメニューからは、 Windows 上で動作するを種バンドルソフトウエア ソ 
のインス I -ールやオンラインド丰ュメントを参照することができます。 

ヴ 

オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ y 
I レ、 , 卜 I のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Adobe Reader がインス |居 

卜ールされている必要があります。 Adobe Reader がインストールされていないときは、 
あらかじめ Adobe システム社のインターネットサイトより Adobe Reader をインストールし 
ておいてください。 


マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックして現れるショートカットメニューを使用してください。また、 
一部のメニュー項目は、メニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレ 
イアウト表示され選択できません。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 


I — "〇 CD - ROM をドライブか5取り出す師こ、マスターコント□—ルメニユーおよびメニユーか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 EXPRESS 目 UILDER のシームレスセットアップで使用する「セットアップパラメー 
夕 FD 」 を作成する ツールです。 

EXPRESS 目 UILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの磕認のためのキー入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インス!-ールのときに前回と同じ設定でインストールする 
ことができます。「セットアップパラメータの」を作成して、 EXPRESSBUILDER からセットアップするこ 
とをお勧めします。フ□、ソピーディスクをご使用の場合は、別途 US 目フ□、ソピーディスクドライブをご用 
意ください。 

I p -^ Microsoft Windows Server 2003 x 巨 4 Ed け ions 用の 「セッ ト アップ パラメータ FD 」 
信軍う は作成できません。 

>1 ： 「セットアップパラメータ FD 」 がなくても Windows Server 2003 または Windows 2000 をイ 
ンストールすることはできます。また、「セットアップパラメータ F D 」は、 
EXPRESSBUILDER を使ったセットアップの途中で修正 - 作成することもできます。 


セットアップパラメータ FD の作が 


0 S をインス!-ールするために必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 U 下の手順に従ってください。 

■: ExpressPicnic は PC98-NX シリーズ - PC- 9800 シリーズ - PC-AT 互換機で動作します。 

rE3^ 


1. os を起動する。 

2. 添がの rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM を CD - ROM ドライブにセ、ソトする。 
マスター コント□-ルメニューが表示されます。 

3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

ExpressPicnic ウインドウが表示されま 
す。 
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巳.[ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリックする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 



巨.を項目を設定し、 [0K] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 
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7. メッセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイア □ グボ、ソクスが表 
されます。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

•L 回 

使用者名と会社名を日本語で設をする 
場合は、 ExpressPicnic で設定:してくだ 
さい。シームレスセットアップ中に曰 
本語入力することはできません。ただ 
し、シームレスセットアップを使った 
インストールを完了後、ログオンのと 
きに表示されるポップアップ画面で再 
入力し直すことができます。 


基本な苗 



ィンストールバス [Windows 
口 Service Pack の迪用 
バーティション 

f? 巧規バーティシヨン 广を領巧 

C グイズおち_ 

1^2 mb (4095 〜999999 M 欧 

广既巧のバーティシ3ン 
17ファイルシステムを NTFS へを巧 
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8. [セットアップ パラメータ FD ] チェック 
ボ、ソクスをオン(こなっていることを確認 
し、[ファイルさ)]ボックス(こセットアツ 
プ情報のファイルをを入力する。 


9. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピー デイ スクをフ □、ソ ピー デイ スクドラ 
イブ(こセットし、 [0 K ] をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータ FD 」 は Windows 
Server 2003または Windows 2000をインス I —ルするときに使用します。ラベルを貼り 
大切に保管してください。 

P ： • 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてくださし、。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 
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ンのインストール 


rEXPRESSBUILDER 」 CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインス 
トールする場合は、じ(下の手順に従って r セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


I n-O 追加でインス!ルするアプリケーシヨンは、シームレスセットアップに対応している必要 
びあります。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる（322ページ参照)。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 
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3. を項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順に表示されます。 

4. メッセージ(こ従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 



[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


已.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル](こチェックを入れる。 

巨.[ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオン(こなってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイル名を入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピーディスクをフ □、ソ ピーディスクドラ 
イブ(こセットし、 [ OK ] をクリックする。 
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大容量記憶装置ドライパのインスト_ル 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セツトアップパラメータ FD 」 を作成してください。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる（3のぺージ参照）。 



2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順(こ表示されます。 

4. メ 、ソ セージ (こ従って ダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック J 



[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


己.[アプリケーシヨンの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 
(こチェックを入れる。 

目.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
F D ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
にセットアップ情報のファイルをを人力 
する。 

7. 1.44 M 目でフォーマット済みのフ□、ソ 
ピー ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドラ 
イブにセットし、 [0 K ] をクリックする。 
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巧動機からの情報採取 


ExpressPicnic が起動しているマシン作 xpress 5800シリー乃のセットアップ情報を自動的 
に採取し、セットアップ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を探取できるのは、 ESMPRO/ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 

• Windows 2000のみサポートしています。 

1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる （322 ぺーバぉ 

2 . [オプション]メニューの[稼働機か6の情 


採取後は、確認/修正画面(こ移ります。初 
期値が、採取したデータになっているこ 
とを除けば r 情報ファイルの新規作成」、 
あるいは r 情報ファイル修正」と同じで 
す。 


報探取]をクリックする。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指定し、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させる （322 ページ参照)。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ルのアシス 卜]をクリ 、ソク する。 


3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセットアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 

4. [追力 □] をクリックする。 


己.ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 

巨. [0 K ] をクリックする。 

リスト(こ追加した情報が表示されます。 

7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリッ 
クする。 

選択したファイルをのセットアップパラ 
メータ FD を作成します。 



註$1巧巧設ち 


たットアッブ巧巧ファイルを 

P 

コ乂ュータを 

I 

ほ用# 

I ■ 

ブがクトキー 

I 

P r - _ バ.-1 じ：： V 

IP アドレス「 




ExpressPicnic 


の N 防 System Technologies,Ltd.,N 防 Corpor 如 on 2005 


心数怕術7ィル巧胁-ル 
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本装置用バンドルソフトウエア 

本装置にバンドルされているソフトウエアの紹介およびインス I -ールの方法について簡単に説明します。 
詳細はオンラインド车ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAsenKWindows 版) 


ESMPRO / ServerAgent ( Windows 版）は本装置にインストールするサーバ監視用アプリ 
ケーシヨンです。 

EXPRESSBUILDER のシームレスセットアップで自動的にインストールすることができま 
す。ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説明します。 



■: 運用上のを意事項については、添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインド 

Iレ、,。キユメント 「ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）インストレーシヨンガイド」に記載してい 
- ます。ご覧ください。 

インス I ル前の準備 
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ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版)を動作させるためには対象 0 S の TCP / IP と TCP / IP 関 
連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの 設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
36「ソ6「1\/|3前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「*」から変更し 
た場合は、 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「側で新しく設をしたコミュニティをと同じを前を入力 
します。 
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インストール 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 版）のインス 
I -ールはミ聚付の 「EXPRESS 巨 UILDERJCD-ROM 
を使用します。本装置の OS が起動した後、 
Automn で表示されるメニューから[ソフトウェ 
アのセットアップ]-拒 SMPRO ]- 拒 SMPRO / 
ServerAgent ] の順にクリ、ソクしてください 。 W 
降はダイア□グボックス中のメッセージじ従って 
インストールしてください。 

I n-O アドミニストレータの権限を持ったアカウ 
胃司 ントでシステムに□グインして<ださい。 


〇オンラインドキュタント 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


• ソフトたァの H 

^ セット 7,ブ V 



ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 

アップ デートインストー ルについて 

[1^ ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メッセージに従って処理してくださし、。 

インス I -ール後の確認 


ESMPRO/ServerAgent ( Windows 版）をインス I -- ルした後に次の手順で正しくインス 
トールされていることを磕認してください。 

1. 本装置を再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グ(こ ESMPRO / ServerAgentWindows 版)の監視サービスに関するエラーが登録され 
ていないことを確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 
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Power Console Plus (サーバ) 


Power Console 円 us はディスクアレイシステムを構築している Windows サーバの監視•管 
理用のアプリケーシヨンです。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド羊ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 


一 本装置の 3.5 インチ八ードディスクドライブベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディ 

I チェック I スクアレイ構成(こした場合、 Power Console Plus をインストール後、 Enclosure 
Management メニューの Enclosure Property 画面や、システムイベント□グに JU 下のよう 
に表示されますが、 3. 日インチ八ードディスクドライブベイやオプションの HDD ケージでは 
FAN2 は使用しないため、動作(こは問題ありません。 

• Enclosure Property 画面上 

Fan 1: Operational 
Fan 2: Not present 

• システムイベント□グ表上 

Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #2=0x02: Not Installed 

オンボード RAID コント□-ラにN81日 1-25B 内蔵 MO 装置を接続している場合、 Power 

Console 円 us では内蔵 MO 装置を表示しませんが動作には問題ありません。 
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カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインス I ルされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console 円 us (サーパ）の環境 
設定」じ記載の内容の設定を行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console 円 us (管理 PC ) をインス I ルしてください。 


シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


Power Console Plus は添付の 「 EXPRESS 目 UILDER 」 に収められている自動インス I -- ル 
ツール r シームレスセットアップ」を使ってインス I '''ールできます。 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console 円 US 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
遠 、 Power Console 円 us (管理 PC ) をインストールしてください。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合はじ(下の説明を参考じしてインス I -ールをしてください。イン 
ストールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンライン 
ドキュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 


Power Console Plus (ヴーバ)をインストールする前に 

Power Console Plus けーパ）をインス I -- ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• ディスクアレイのドライバが組み a まれていること 

• Windows の SNMP サービスが組み込まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Internet Explorer 5.5 J ： i 降がインス I ルされていること 


Power Console Plus (ヴーパ')のインストール手順 


Power Console Plus けーパ）のインストールは 
添付の EXPRESS 巨 UILDER を使用します。 
Windows では EXPRESS 巨 UILDER をドライブ、じ 
セット後、 Automn で表示されるメニューから 
[ソフトウエアのセットアップ]-拒 SMPRO ]- 
[関連ユーティリティメニュ ー ]—[Power 
Console Plus ] の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
r サーバ」または r サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。 W 降 
はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console 円 us (管理 PC ) をインストールしてください。 

■ I ； 上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管理 PC を管理す 

U >7 r | るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 
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Power Console Plus ( ヴーバ)の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

ネ、ソトワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを 
登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネ、ソトワーク経由で制御する場合は管理サーパのホストををすでにある riocalhost 」 の設 
をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 


• パスワードファイルのアクセス権設定 


「 c :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Winnt は、 Windows の一般的 
なインストール先フォルダです）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などに変更して < ださい。 
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エクスプレス通報サービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムに発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターに自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
に保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安定に稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （ PC 通報連携機能）を提供しています。 

カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 
す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効徽ま EXPRESS 巨 UILDER 内にあ 
るオンラインド羊ュメント r エクスプレス通報サービスインストレーシヨンガイド」を参照し 
て設定:してください。 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本装置の八ードウ I ア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置の八 ー ドウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 


エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインストール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 

1. [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO / ServerAgent ] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 

[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 

エクスプレス通報サービスが有効となります。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 


エクスプレス通報サービスのセツトアップ環境 


エクスプレス通報サービスをセツトアップするためには、じ(下の環境が必要です。 

八ードウエア 


• メモリ 18.0 M 目上 

• 八ードディスクドライブの空き容量30.0 MBt (上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイヤルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウエア 

• 添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD-ROM 内の ESMPRO/ServerAgent 
• 上記、 ESMPRO / ServerAgent がサポートする 0 S 

• マネージャ経由の通報を使用する場合は、マネージャ側に t (下の環境が必要です。 
ESMPRO / ServerManager * 十 ESMPRO/AlertManager Ve 「.3.4 J ： i 降 
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* 監視対象となるサーバにインス I — ルされている ESMPRO / ServerAgent のバー 
ジョンじ(上を使用してください。 


(例）監視対象となるサーパにインス I — ルされている ESMPRO / ServerAgent の 
バージョン 3.8 の場合、パージョンが 3.8 J ： i 上の ESMPRO / ServerManager が 
必要です。 


セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済み 
でないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

エクスプレス通報サービスのセツトアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 
てください。 
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PC 通報連携機能 


PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、本装置に搭載したテープドライブならびじ使用しているテープメディ 
アの状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドの汚れや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するために、テープドライブを搭載している本装置にはこのユーティリティ 
をインス I '''ールすることをお勧めします。 


カスタムインス I -ールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインス I -ールされている場合もあ 
ります。インス I -ール済みのテープ監視、ソールのサービスを次のように設をしてください。 
サービスの設定は[コント□-ルパネル]のけービス]をダブルクリックすると起動します。 



• 選択するサービス名 )： TapeAlertChecker ソ 

• スタートアップの種類：自動 7 

• □グオン： システムアカウント ウ 

[デスクト 、ソプ との対話をサービスに許巧]にチェック ^ 

マ_ 

サービスに 打3り6八1がに116〇1<6「]がない場合は、本 装置にインス!-ルされていません。 夕 

の r 手動インストール（新規インストール）」を参照してインストールしてください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス!-ールする場合は、じ(下の説明を参考じしてインス!-ールしてください。詳し 
くはオンラインド羊ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインド车ュメントは、謂^がの 「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM の)夕のディレクトリに 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ SG _ TP 6 .pdf 


動作環境 

ノ、ードウエア 

• 八ードディスクドライブの空き容量 2.2 MBW 上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0 日本語版 (Service Pack 5 W 齡 
— Microsoft ® Windows ® 2000 日本語版 


Microsoft ® Windows ® Server 2003および Microsoft ® Windows ® XP はサポートして 
いません。 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT に P 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT 」6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

— BackupExec for Windows NT Ver .7.3 
— BackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-# 己 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりですに002年9月現在-本内容 
は予告なしに変更されることがあります）。 


• 内蔵/外が AIT 

• 内蔵/外が AIT 集合型 

• 内蔵/外が DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型の DS 3) 

• 内蔵 TRAVAN 
• 外が TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外が DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外付 LT 0 


N 8151 -28/-34/-34 A /-41/-41 A /-44/-46 、 
N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29/-36、 N 8551-20/-29/-36、 
N 8560-17 

N 8151-12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 
N 8560-12/-に AC 
N 8151-13 AC 、 N 8551-13/-13 AC 、 

N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43/-45、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 


対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
「NEC 8番隹; ( http :// nec 8. conn /)」 の「サポート情報」一「商品情報-消爲品作 xpress 5800 • 
テクニカル ガイド）」じある r バックアップ装置」を磕認してください。 
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インストール手順 


添付の 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM の次のデイレクトリにある！ " Setup . exe 」 をェクスプ 
□ーラなどから起動してください。 


CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ setup.exe 


じ(降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインド丰ュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。「カスタムイン 
ストールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 in ロァイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3り6八16け加6〇1<6「¥〇1;「1.1加です（デフォルトの設定:でインストールした場 
合）。設をの詳細についてはオンラインド羊ュメントをご覧ください。 




ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BTO (工場組み込み化荷）でインストールされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 について 
説明します。 

■ I ： BTO (工場組み込み出荷）で指をされたバンドルソフトウてァ、あるいは才ーダーされたソ 

フトウェアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO / UPSController のセットアップ 

本装置のモデルの中には化荷時に rESMPRO / UPSContmller 」 がインストール済みの場合が 
ありますが、設定値はデフォルト值のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□-ルマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、に POC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常に起動していること 
を磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3 . 上記(こより表示されたイベントの中か6[ソース]さ)がに POC-I Service 」 のものを選ぶ。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、 i ： i 下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信エラー(無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ES M PRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを磕認し 
てください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ESMPRO.UPSController] - [UPSController マネ-シ、、巾]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い。 


2 . [UPSController マトグト]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値 (V) 」 、 「商用最大電圧の值 (V) 」 、 「商用最^」V電圧の値 (V) 」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値 (V) 」 、 「商用最大電圧の值 (V) 」 、 「商用最^」V電圧の値 (V) 」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設定変更」を参照して ESMPRO/UPSController の設定を変更してください。 
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設定変更 0 
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r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を d 

を変更してください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ESMPRO.UPSController] - [UPSController マネ-シ'、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い。 

2 . [UPSController 巧-シ''りのメこューバーより、[設定]-働作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表示し、を設定内容を確認する。 



コンピュータと UPS の通信を巧う COM 
ポート番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 


ESMPRO/AutomaticRunningController と連 
携して使用ずる場合に r する」を設定する。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 


3 . 正しく設定した後、 [UPSController 7 ネ-グりのメニューバーより、[ファイル]-[上書き保を]を 
選択し、設定を保存する。 

4 . [コント□ールパネル]の[サービス]を開き、 [SPOC-I Service] を再起動する。 


己.前ページの動作確認をする。 
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新規インストール 


ESMPRO/UPSController Ver.2.1 を新規にインス I -- ルする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインストール 

現在〕ンピュータにインストールされている ESMPRO/UPSController をアンインストール 
してください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールは、 「Exp「essSe「ve「Staけup」のCD-ROMと 
rESMPRO/UPSController Ve「.2. 1 (UL 1 047-401) 」 の Key-FD (丰ー ディ スク）を 使つ てアン 
インストールしてください。 ESMPRO/UPSController のアンインストールじついての詳細 
は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セットアップカード」を参照してください。 

アンインス I -ール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インストール 

ESMPRO/UPSController のインストー ルは、「[乂り「65556「ソ6「513け啡」のじ0-1^01\/|と 
rESMPRO/UPSController Ve「.2. 1 (UL 1 047-401) 」 の Key-FD (羊ーディスク）を 使つ てイン 
ス I ルしてください。 ESMPRO/UPSController のインストールについての詳細は、別冊 
の ESMPRO/UPSController の 「セツ トアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □— カルグループに所属するユーザーで □ グオンする。 

2 . 安全のために、必要最ル限のアプリケーシヨン (Serve けービスなど)を除くアプリケーシヨンを 
終了する。 

3 . 「スタートメニュ ー」一 r 設定」 一 r コント □- ルパネル」 一 r サービス」で次のサービスを停止する。 

• SP0C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 

4 . 「 ExpressServerSta け up 」 の CD-ROM を CD-ROM ドライブ ( こ、 「 ESMPRO/UPSController 
Ver2.1(UL1047-401) 」 の Key-FD ( キーディスク）をフ □ 、ソピーディスクドライブにセ、ソトする。 

已 . 「 Exp^essSe^ve^Sta け up 」 CD-ROM の中 ( こあるに ETUP.EXE 」を起動する。 
ESMPRO/UPSController のアップデートが開始されます。 

巨 . アップデート完了後、システムを再起動する。 

7 . 再起動後、 ESMPRO/UPSController マネージヤを起動し、 ESMPRO/UPSCon か oiler のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 
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W 上でアップデートは終了です。 







PowerChute plus Ver ■ 已 ■11J/ 已 .2 J 


BTO (工場組み込み化荷)でインストールされる PowerChute plus Ver.5.1 1 J/5.2」 について 
説明します。 


Pl ： 巳 TO (工場組み込み出荷）で指をされたバンドルソフトウ I ア、あるいは才ーダーされたソ 

フトウェアです。なお、 EXPRESS 巳 UILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセツトアップ 


本装置のモデルの中には化荷時に 「PowerChute plus ] がインス I—ル済みの場合がありま 
す。ただし、 PowerChute/3/ las はデフォルト値の状態でインストールされています。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 



- ソ 

PowerChute p/i/s ヴービス (UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 ^ 

[コント□-ルパネル]のけービス]を開き、 [UPS-APC PowerChuteplus Service] を開始 ミ 
してください。すでに [UPS-APC PowerChuteplus Service] が開始されている場合はその 玄 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute 戶心 s Service が起動後、約1分 W 上経過してから次の方まで動作を 
磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行ってください。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設を変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows の「イベントビューア」で PowerChute が正常に起動していることを確認し 

てください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3 . 上記(こより表示されたイベントの中か6[ソース]をが rups 」 のものを選ぶ'。 

4 . イベントの[詳細]を表示し、(下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して PowerChute plus の訟 
定を変更して < ださい。 
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■ 確認 2 PowerChute p/i/s の GUI による確認 


「磕認1」で r 正常」をお認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることを磕 
認してください。 

1 . [スタート]メニユーの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 
起動方法の詳細は PowerChute p / us の[インス トールガイド」を参照してください。 

2 . [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、 r 最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 設定変更」を参照して PowerChute p / as の設定を変更して<ださい。 


設定変更 

r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設を内容を磕認して設を 
を変更してください。 

1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]— [ PowerChutePLUS ] —[ PowerChutePLUS ] を起動する。 

起動方まの詳細は 、 PowerChute iO / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute p / us に添付 
の r ユーザーズガイド」を参照して < ださい。 

2 . [ PowerChutePLUS ] のメこューバーより、[構规一随信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 
を表示し、を設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定ずる。 


3 . 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 


4 . 前ページの動作確認をする。 


新規インストール 

PowerChute 戶 /las の 新規 インストール（再インストール）については、 PowerChute plus に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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BMC Online Update 


BMC Online Update は、インターネットで配布される rBMC(Base board Management 
Controller) ファームウェア」を使用して、目 MC ファームウェアを更新するソフトウェアで 
す。 

動作環境 

• 八ードディスクドライブの空き容量 

2MBJU 上 
参ヴポート 0 S 

Windows 2000 Server 
Windows 2000 Advanced Server 
Windows Server 2003 Standard Edition 
Windows Server 2003 Enterprise Edition 
Red Hat Linux Enterprise Linux ES 3 
Red Hat Linux Enterprise Linux AS 3 



ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

マ_ 

編 


34己 





インストール 


Windows Server 2003 • Windows 2000 

BMC Online Update(Windows 版)のインストールは、添付の EXPRESS 目 UILDER CD- 
ROM を使用します。 

本装置の OS が起動した後、 Automn で表示されるメニューから[ソフトウエアのセツトアツ 
スー旧 MC Online Update] の順にクリ、ソクしてください。 

じ(峰はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 



Linux 


1 . CD - ROM か6ファイルを適当なディレク 
トリに コピー する。 

cp / mnt / cdrom / BMCTOOL / OnlineUp / 
BmcOnlineUpdatej 386 . 


ぶ root9westville533_2u：~ 口同冈 

login as ： root H 
[root 0192.168 .14.26"s password ： H 
Last login ： Wed Jul 718:06:22 2004 from 192.168.14.198 ■ 
[rootSwestviIIe533_2u root]# cp ^nt/cdrom/BMCTOOL/BmcOnlineUpdate.i38G .| H 


2 . rpm ファイルを解凍する。 

rpm -ivh BmcOnlineUpdatej 386 


ぶ root9westville533_2u：~ 口间冈 

login as ： root H 
|root§192.1G8.14.2G"s password ： H 
Last login ： Wed Jul 718:06:22 2004 from 192.168.14.198 ■ 
[rootSwestviIIe533_2u root ] な rpm -ivh BmcOnIineUpdate.i386| | 
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起動方法 

オペレーティングシステムじよって異なります。お客様の環境に合ったものを参照くださ 
い。 


— "〇 • BMC ファームウェアの更新作業をしている間は装置の電源を OFF にしないでくださ 
し更新作業び途中で中断されるとシステムび起動できなくなりまず。 

• 更新された BMC ファームウェアは、本装置の再起動後に有効になります。再起動を行 
うまでは、更新前のが態で運用を継続します。 


Windows Server 2003 


スター トメ ニユー から[全てのプ □グラム]— [BmcOnlineUpdateK 巨 mcOnlineUpdate] の順 
にクリ、ソクします。 




Windows 2000 

スター トメ ニユー から[プ□グラム]— [BmcOnlineUpdate]- [目 mcOnlineUpdate] の順にク 
リ、ソク します。 


I Windows Update 


ご } 最近使ったファイル ( 白） 

或設定を〉 

屬檢氣の 
身ヘルブぶ 

P ファイルをを指定して実け也 )... 
^ シャットタウン ( ぶ ... 


じ細スタート u 
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Linux 


下記の入力を行い、プ□グラムを開始してください。 

cd /usr/BmcOnlineUpdate 
./BmcOnlineUpaate -ja 

I n-O 日本語をサポートしていない場合はオプション" - ja " を付けないでくださし、。 

[重马 ./BmcOnlineUpdate 


通 root# Beilin i ： /usr/BmcOn line Update 


曰回因 


login as ： root 

root 0192.168 .14.23's password ： 

Last login ： Thu Jul 8 08:23:17 2004 from 132.168 .14.198 
[root 邮 el I ini root]# cd /usr/BmcOnIineUpdate/ 

[root 郎 el I ini BmcOnIineUpdate]S ./BmcOnIineUpdate -ja 眉 
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アンインストール 

オペレーティングシステムじよって異なります。お客様の環境に合ったものを参照くださ 
い。 


Windows Server 2003 


1 . スタートメニューか6[コント□ールパネ 
ル]一[プ□グラムの追加と削除]の順にク 
リックする。 
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2 . [ BmcOnlineUpdate ] をクリックし、[変 
更と削除]をクリックする。 

じ(降はダイア□グボックスのメッセージ 
(こ従ってアンインストールしてくださ 
い。 
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Windows 2000 


1 . スタートメニューか 6 [設定]一[コント 
□-ルパネル]-[アプリケーションの追 
加と削除]の順にクリックする。 




2 . [ BmcOnlineUpdate ] をクリックし、[変 
更と削除]をクリックする。 

降は、ダイア□グボックスに表示され 
るメッセージに従って操作し、アンイン 
ストールしてください。 
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エラー 表示 一覧 

下にエラーメッセージと対処方法を示します。 


メッセージ 

巧処方法 

アップデートの必要がありません。 

現在ご使用の環境は、アップデートしようとしたデー 
夕より新しいか同じデータが適用されています。 

対象装置ではありません。 

データが対象装置のものではありません。対象装置の 
データで Update を実行してください。 

己 MC 情報を取得できません。 

リモートマネージメントカード/アドバンスドリモー 
トマネージメン トカードが正常に挿入されているか確 
認してください。 

己 MC を挿入後に update を実行してください。 

オンラインモード(こ移行できません。 

己 MC がビジー状態の可能性があります。 

数分後に再度実行して < ださい。 

運用中のデータの退避に失敗しました。 

更新モードに移行できません。 

データの更新中にエラーが発生しました。 

終了処理(こ失敗しました。 

IPMI ドライバが見つかりません。 

IPMI ドライバをインス1ルしてください。 

サポート対象外です。 

アップデート機能をサポートしていない目 MC です。 

この、ソールじよりアップデートはできません。 



対処方法を実行しても、アップデートに失敗した場台は保守員に連絡してくださし、。 


351 















管理 PC 用バンドルソフトウエア 

本装置をネットワーク上から管理するための r 管理 PC」 を構築するために必要なバンドルソフトウエアにつ 
いて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO/ServerAgent がインストールされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、本装置にバンドルされているESMPRO/Se「ve「Ma^lage「をお使いく 
ださい。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細じついてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO / ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

「^3を^ 卜で説明されています。添付の 「 EXPRESSBUILDERJCD - ROM 内のオンラインドキュメン 

卜 「 ESMPRO / ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


DianaScope 


口 amScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウエアです。 

口 amScope の機能やインスI -- ル方まについての詳細はオンラインド车ュメントを参照し 
てください。 



本製品において DianaScope を使用するためにはオプションのサーバライセンスが必要で 
す。本製品にはじ TF のサーバライセンスが添付されています。 

— UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server License (1) 

本製品を 1 台管理するためのライセンス 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネツトワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

じ(下の説明を参考じして Power Console 円 us (管理 PC ) を管理 PC にインストールしてくだ 
さい。インス I ルに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインド羊ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 

一六 本装置の 3.5 インチ八ードディスクドライブベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディ 

I チェック I スクアレイ構成にした場合、 Power Console Plus をインストール後、 Enclosure 
Management メニューの Enclosure Property 画面や、システムイベント□グに JU 下のよう 
に表示されますが、 3.5 インチ八ードディスクドライブベイやオプションの HDD ケージでは 
FAN2 は使用しないため、動作には問題ありません。 ソ 

• Enclosure Property 画面上 

Fan 1: Operational 

Fan 2: Not present ア 

• システムイベント□グ表上 ® 

Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #2=0x02: Not Installed 


Power Console Plus (管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC ) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合 、 Service Pack 6 aJU 降が適用されていること 

• Internet Explorer 5.5 JU 降がインストールされていること 

>1 ： Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 じ ( 降は Windows NT 4.0 の Service Pack 5 または 6a 媒 

L 卜、小 I 体からインストールできます 0 
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Power Console Plus (管理 PC ) のインストール手順 


Power Console Plus (管理 PC ) のインス I —ル 
はミ付の EXPRESSBUILDER をイち用します。 
EXPRESS 目 UILDER を ド ライフ、、に セツト 後、 
Automn で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アのセットアップ ] 一拒 SMPRO ] — [関連 ユー 
テイリテイメニュー」一 [Power Console Plus 」 
の順にクリックします。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください 。 U 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管埋 PC を管理す 
[ pn るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus (管理 PC ) の環境設定 

• HOSTS ファイルの設定 

すべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理 サー パの ホス トををすでにある riocalhost 」 の設定と置換してください。 
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